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 わが国ではかつて家族の拠点と

して機能していた住まいが、核家

族化によって個の住まいに変容し

ょうとしており、また、地縁との

結びつきが強かった住まいも、地

域との隔絶された住まいになりつ

つあります。 
 そして世は少子高齢社会という

新たな生活環境の時代を迎え、改

めて老後の住まいの問題―換言す

れば安心できる終の住まい―とい

う課題に当事者が直面していま

す。 
 家族との同居が当たり前で、家

が家族間で循環する時代は「家」

というハードがあれば良かったの

ですが、核家族化の老後の住まい

は、ハードだけではなく、生活者

を支援する多様なソフトがない

と、安心・安全な暮らしは存在し

ません。 
 今回の住まいるアップ事業はそ

のような現実に着眼し、さらに国

の施策が住まいのハード面と支援

のソフト面を別途に制度化しよう 

とする方向を見据えて、市民にと

っての安心・安全な住まいのあり

方を事業者の方々と一緒になって

考えようとするものです。 
 私たちの事業は、そのような住

まいを求める市民の方々と、提供

されようとする事業者の方々との

コーディネーター機能を果たすこ

とが出来るような仕組みづくりが

目的だと認識しています。 
 事業者の方々と連携しながら、

そのような仕組みをつくり、札幌

方式として発信したいものです。 
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第１回事業者勉強会を開催しました 

６月１１日午後、「第１回 安心・快適住まいる

アップ事業者勉強会」を自治労会館にて開催しま

した。高齢者対応共同住宅の事業者・運営関係

者５０名の方々に参加をいただきました。ご参加

いただいた皆さま、ありがとうございました。 

 以下に当日の内容についてご報告します。 

 
【高齢者の居住安定化確保のための 

取り組みについて】 

 最初に、国土交通省住宅局住宅総合整備課

住環境整備室の島村高齢者住宅係長が登壇

し、国土交通省における高齢者向け住宅に関

する取り組みについて講演が行われました。 

 まず、高齢者人口増大の予測値を示したう

えで、改正高齢者住まい法のねらいや各種制

度について解説されました。主に首都圏での

先進事例から、有料老人ホームと認可保育園

が一緒になった多世代施設や小学校の校舎を

高優賃＋シルバーセンター＋認可保育園に再

利用している事例などが紹介されました。 

 さらに、「ＰＰＰ（パブリックプライベート

パートナーシップ）」と呼ばれる公的賃貸住宅

団地の民間事業者による高齢者向け住宅への 

再生・活用の紹介や高齢者向け住まいの提案

を公募し補助する「高齢者等居住安定化推進

事業」の解説で講演を終了しました。 

 

【札幌市における高齢者対応共同住宅の 

現状とこれから】 

 次に、住まいるアップ委員会委員長で北海

道大学大学院工学研究院の瀬戸口教授より、

昨年実施した高齢者対応住宅９１軒のアンケ

ート結果について報告がなされました。アン

ケート回答に協力してくださった事業者の皆

さまにとっても、初めて目にする集計結果の

ためか、熱心に聞き入る参加者が多かったよ

うです。特に「看取りに対応する」と答えた

共同住宅が半数を超えていることに驚きの声

が上がりました。 
 
【質疑応答】 

最後に、住まいるアップ委員でＮＰＯ法人

シーズネット理事長の岩見太市の司会で質疑

応答が行われました。司会者からは、高円賃

や高専賃に登録をしていない高齢者対応共同

住宅に対する、国土交通省の今後の対応方針 
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第２回 事業者勉強会のご案内 

 第２回は、札幌市消防局の担当者をお招きし、消防設備の具体例や、避難訓練等を実施

するための管轄消防署との連携の取り方などについてお話しいただく予定です。 

 後半は、事業者の皆様の意見交換会も予定しておりますので、ぜひ皆様にご参加いただ

き、現場で役立てていただけると幸いです。 

日時：８月１１日（水）１３：００開場 １３：３０開演 
                 （１６：００終演予定） 
会場：札幌市民ホール２階 第１会議室（中央区北１条西１丁目） 
   ※ 第１回と会場が異なります。 

 参加ご希望の方は、同封の FAX 申込書にご記入の上、０１１－７１７－６００２まで 

ファックスにてお申込くださいますようお願いいたします。 

についての質問があり、島村係長からは「出

来るだけ登録をお願いする」との回答があり

ました。時間の都合で十分な質疑を聞けなか

ったのが残念でした。 
 
【参加者アンケートより】 

参加者の中から２６名の方々にアンケート回

答をいただきました。全体を通しての感想は、

「大変良かった」「良かった」をあわせて６５％

（１７名）、「普通」が１５％（４名）でした（無

記入５名）。また、自由記入欄にも率直な感想や

ご意見が頂戴できましたので、今後の勉強会開

催の課題にして参ります。他にも「入居希望者

は何を求めているのか。北海道のニーズが知り

たい」、「事業者間の連携の可能性について取り

上げてほしい」など、問題意識の高さが伺える

ご意見も多数いただきました。アンケートへの

ご協力ありがとうございました。 

次回の事業者対象勉強会は、８月１１日に

開催することとなりました。下記にご案内を

掲載いたしますので、ぜひご参加くださいま

すようお願い申し上げます。 

【
平
成
２
２
年
６
月
１
８
日 

 

介
護
新
聞 

掲
載
記
事
】 
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－その他の事業－ 
さっぽろ孤立死ゼロ安心ネットワークモデル事業 
さっぽろ孤立死ゼロ推進センター（シーズネット内） 
TEL 011-708-8686 
ひとり暮らしのあなたに、安心をお届けします 
おひとりさまあんしんねっと事業（シーズネット内） 
TEL 011-717-7007 
高齢者の住まいの情報センター 
住まいるサッポロ 
〒060-0001 札幌市中央区北 1 条西 3 丁目 2-5 北尾ビル 8F 
TEL 011-252-2424 FAX 011-252-0220 

～新時代を創る高齢者の経験と活力ネットワーク～ 

SEEDS NETWORK 

Seniors’ Experiences and Energies for Developing New Systems 

高齢者による新しい仕組みづくりの種になりたい、そんな気持ちを込めました。 

ＮＰＯ法人シーズネット 
〒001-0010 

札幌市北区北 10 条西 4 丁目 1 番地 SC ビル 2F 

代表 TEL 011-717-6001 FAX 011-717-6002 

http://www.seedsnet.gr.jp/ 

【スタッフ紹介】 
本事業事務局スタッフを１名ずつ紹介させていただきます。 

現地調査にご協力いただい
た事業者･運営者の皆さま、そ
の節はありがとうございまし
た。そして、まだお目にかかっ
ていない方々には始めまして。 
私は長い間、共同住宅や医療

福祉施設の設計･監理に従事し
ておりました。昨年８月より縁
あって、「札幌・住まいるアッ 

プセンター」のメンバーに参画しております。 
 微力ながら、皆さまのお役に立てる活動をめ
ざしております。今後とも宜しくお願いいたし
ます。 

－ 編 集 後 記 － 
「安心・快適住まいるアップ事業ニュースレター」も、第２号を発行することができました。本事業で

はこれからも、高齢者対応共同住宅を運営する事業者の方にとってよりよいサービス提供のヒントに

なることを目的として、事業者対象勉強会の開催や入居者アンケートの実施など、新しい試みに取り

組んで参りますので、事業者の皆様には、ますます積極的な情報交換等にご協力くださいますよう、

よろしくお願いいたします。 

安心･快適住まいるアップ事業 

札幌 住まいるアップセンター 
（シーズネット内） 

TEL 011-708-8567 FAX 011-717-6002 
info-suc@seedsnet.gr.jp 

 

お知らせとお願い 
－入居者対象アンケートの実施－ 

 
立 花  和 浩 
(一級建築士) 

安心・快適住まいるアップ事業の今年度計

画には「入居者向け調査を行い、入居後の生

活状況・課題・ニーズなどを把握する」こと

が盛り込まれています。そこで、札幌市内の

高齢者対応共同住宅の入居者約２００名を目

標に調査を実施し、その結果を今年度末まで

に事業者の皆様へフィードバックできるよう

計画を進めております。 
まずは今年 8 月中旬を目処に、市内の高齢

者対応共同住宅（約１８０件）に向け、調査

協力依頼文を送付する予定となっております

。十分な配慮の上で取り組んで参りますので、

ぜひ積極的にご協力くださいますよう、よろ

しくお願いいたします。 


